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独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
推
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機
構
桜
ヶ
丘
病
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津
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浸
水
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へ
の
移
転
計
画
に
関
す
る
質
問
主
意
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昭
和
三
十
年
代
に
国
が
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
保
険
の
保
険
料
を
財
源
に
全
国
に
設
置
し
た
社
会
保
険
病
院
、
厚
生
年
金
病

院
、
船
員
保
険
病
院
は
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
（
Ｒ
Ｆ
Ｏ
）
に
よ
り
医
療
を
提
供
し
て
き
た

が
、
独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
法
の
改
正
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
よ
り
、
平
成

二
十
六
年
四
月
に
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
が
直
接
運
営
す
る
病
院
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
五
事

業
（
救
急
医
療
、
災
害
医
療
、
へ
き
地
医
療
、
周
産
期
医
療
、
小
児
医
療
）
、
五
疾
病
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
、
精
神
疾
患
）
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
、
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
提
供
し
て
き
た
。
現
在
は
全
国
に
五
十

七
か
所
あ
り
、
老
朽
化
し
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
建
替
え
移
転
を
進
め
て
い
る
。 

 

そ
の
一
つ
で
あ
る
静
岡
市
清
水
区
に
あ
る
桜
ヶ
丘
病
院
は
、
社
会
保
険
庁
が
昭
和
三
十
四
年
に
開
設
し
た
病
院
で
、
老
朽
化

に
よ
り
平
成
六
年
に
病
院
の
新
築
移
転
方
針
が
決
定
し
て
い
た
が
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
に
な
っ
て
本
格
化
し
、
平
成
二
十
七
年
五
月
に

清
水
庁
舎
跡
地
が
有
力
な
候
補
地
と
し
て
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
清
水
庁
舎
は
県
の
第
四
次
地
震
被
害
想
定
で
最
大
二
・
二
メ

ー
ト
ル
の
浸
水
地
域
で
あ
り
、
道
路
の
寸
断
等
に
よ
る
病
院
機
能
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
、
地
域
住
民
か
ら
も
反
対
の
声
が
上
げ

ら
れ
て
き
た
。 
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関
連
し
て
以
下
質
問
す
る
。 

一 
内
閣
府
で
は
、
広
域
防
災
拠
点
を
配
置
す
る
に
あ
た
っ
て
、
三
条
件
を
定
め
て
い
る
（
平
成
二
十
四
年
七
月
十
七
日
「
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
第
五
回
会
議
資
料
「
広
域
防
災
拠
点
の
配
置
に
つ
い
て
」
）
。
総

務
省
に
お
い
て
も
消
防
機
能
等
の
維
持
の
た
め
に
、
三
要
件
を
定
め
て
い
る
。
特
に
「
自
立
性
」
に
つ
い
て
は
、
①
液
状

化
・
津
波
被
害
の
危
険
性
が
な
い
、
②
災
害
に
耐
え
ら
れ
る
施
設
、
③
あ
ら
ゆ
る
ハ
ザ
ー
ド
に
対
す
る
安
全
管
理
・
防
護
能

力
が
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（
平
成
十
五
年
三
月
総
務
省
消
防
庁
「
広
域
防
災
拠
点
が
果
た
す
べ
き
消
防
防
災
機
能
の

あ
り
方
に
関
す
る
調
査
検
討
会
報
告
書
」
）
。 

 
 

病
院
に
つ
い
て
は
、
熊
本
地
震
後
に
作
ら
れ
た
国
交
省
「
防
災
拠
点
等
と
な
る
建
築
物
に
係
る
機
能
継
続
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
お
い
て
、
防
災
拠
点
に
病
院
を
位
置
づ
け
、
立
地
計
画
の
段
階
で
「
大
地
震
及
び
大
地
震
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る

災
害
を
想
定
し
、
リ
ス
ク
の
低
い
場
所
を
選
定
（
す
べ
き
）
」
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 

 
 

厚
生
労
働
省
は
災
害
拠
点
病
院
で
さ
え
も
建
設
に
際
し
て
立
地
基
準
を
定
め
て
い
な
い
が
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

二 

現
在
、
桜
ヶ
丘
病
院
は
移
転
先
と
さ
れ
た
清
水
庁
舎
移
転
凍
結
に
よ
り
、
代
替
案
と
し
て
清
水
庁
舎
周
辺
の
市
営
駐
車
場



 

３ 

 

が
浮
上
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
も
市
庁
舎
同
様
に
津
波
浸
水
区
域
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。 

 
 

本
年
四
月
十
七
日
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
病
院
等
医
療
機
関
建
設
に
お
け
る
立
地
基
準
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を

質
し
た
と
こ
ろ
、
加
藤
厚
労
大
臣
か
ら
「
災
害
時
に
お
い
て
医
療
の
拠
点
と
な
る
、
特
に
そ
う
し
た
病
院
に
つ
い
て
は
、
や

は
り
、
ハ
ザ
ー
ド
上
の
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
建
て
か
え
を
す
る
と
き
、
あ
る
い
は
場
所
を
変
え
る
と
き
は
十
分
配
慮
し

て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は
大
事
な
視
点
な
ん
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
。 

 
 

ま
た
、
吉
田
医
政
局
長
か
ら
は
「
規
制
あ
る
い
は
基
準
と
い
う
形
で
立
地
に
つ
い
て
明
確
に
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
た
も
の

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
～
中
略
～
今
後
、
災
害
を
考
え
る
際
に
当
た
っ
て
の
一
つ
の
私
ど
も
の
検
討
の
視
点
と
し
て
受
け
と
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
課
題
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。 

 
 

そ
の
後
、
病
院
建
設
の
立
地
基
準
に
つ
い
て
、
厚
労
省
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
検
討
は
さ
れ
た
の
か
。
し
て
い
な
い
と
し

た
ら
そ
の
理
由
は
何
か
。 

三 

「
静
岡
県
の
要
望
・
提
案
」
書
が
、
平
成
三
十
年
十
一
月
、
令
和
元
年
七
月
と
、
二
度
に
わ
た
り
静
岡
県
か
ら
厚
生
労
働

大
臣
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
桜
ヶ
丘
病
院
移
転
問
題
に
関
し
、
「
本
県
の
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進

機
構
が
開
設
す
る
病
院
は
、
い
ず
れ
も
多
数
の
入
院
・
外
来
患
者
を
抱
え
る
地
域
に
お
け
る
主
要
な
病
院
で
あ
り
、
平
時
の
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み
な
ら
ず
、
災
害
時
に
お
い
て
も
、
十
分
な
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
～
中
略
～
移
転
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
と
の
合
意
形
成
の
も
と
、
県
民
の
安
全
・
安
心
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
現
状
認

識
を
示
し
た
う
え
で
、
「
地
域
の
医
療
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
十
分
な
配
慮
」
を
求
め
て
い
る
が
、
厚
労
省
は
こ
の
要
望

事
項
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


